
米百俵の故事を訪ねて米百俵の故事を訪ねて
　長岡市内にある「米百俵」にまつわる史跡を
ご紹介します。

■米百俵の群像

■病翁（小林虎三郎）碑

　山本有三の戯曲「米百俵」を東京・歌舞伎座
で上演したときの一場面をブロンズ像で再現し
たものです。平成 3年 10 月にふるさと創生 1億
円事業で建立しました。   「米を分けろ」と迫る
人びとに虎三郎が切々と説くこのシーンは、人
びとの心を打ちます。

　昭和４年に没後 50 年を記念し、士族の代表だっ
た松下鉄蔵らが寄付を集め建立しました。碑文に
は「学校を敗残窮餓の中に興し、以て人材を養成
し、長岡をして今日の盛有らしむ」とあり、「食わ
れぬから教育するのだ」という精神を伝えたい思
いが込められています。

　このほか国漢学校跡に建てられた米百俵之碑や小林家の菩提寺の興国寺、小林虎三郎の遺品などを展示し
た長岡市郷土史料館があります。また、国漢学校にまつわる資料を展示した長岡市立阪之上小学校伝統館や
新潟県立長岡高等学校記念資料館があります。

▲米百俵の群像（千秋が原ふるさとの森）

■長岡市位置図
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▲病翁碑（悠久山・蒼柴神社）
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米
百
俵
の
精
神
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
！

　
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
、
焦
土
と
化
し
た
長
岡
の
ま
ち
に
、
三
根
山
藩
（
現
在
の
新
潟
県
新
潟
市

西
蒲
区
峰
岡
）
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
米
百
俵
。  

大
参
事
の
小
林
虎
三
郎
は
そ
の
米
を
家
中
に

分
配
せ
ず
、
国
漢
学
校
設
立
の
資
金
に
あ
て
た―

。

　
平
成
十
三
年
の
小
泉
首
相
の
所
信
表
明
演
説
で
一
躍
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
「
米
百
俵

の
精
神
」
は
、
こ
の
米
百
俵
の
故
事
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

作
家
山
本
有
三
の
作
品
に
戯

曲
「
米
百
俵
」
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
新

潮
社
か
ら
『
米
・
百
俵
』
と
し

て
刊
行
さ
れ
、大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

　

山
本
有
三
が
戯
曲
「
米
百
俵
」

を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
あ
る
と
き
長
岡

出
身
の
ド
イ
ツ
文
学
者
の
星
野

慎
一
か
ら
「
食
え
な
い
か
ら
学

校
を
建
て
る
」
と
い
う
長
岡
に

実
際
に
あ
っ
た
話
を
聞
い
て
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と

か
ら
で
し
た
。

　

こ
の
「
食
え
な
い

か
ら
建
て
ら
れ
た
学

校
」
が
国
漢
学
校
で

し
た
。

　

越
後
長
岡
藩
（
七

万
四
千
石
・
譜
代
大

名
牧
野
家
）
は
、
慶
応
四
年
（
一

八
六
八
）
の
戊
辰
戦
争
の
際
、

奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
加
わ
り
、

明
治
新
政
府
軍
に
対
抗
。
長
岡

は
戦
場
と
な
り
、
激
し
い
戦
い

の
末
、
長
岡
藩
は
敗
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
長
岡
城
や
城
下
は

も
ち
ろ
ん
、
周
辺
の
村
々
の
ほ

と
ん
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
人
び
と
の
生
活
は
、
三

度
の
食
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
く

ら
い
に
困
窮
し
、
ひ
っ
迫
し
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
小
林
虎
三
郎
は

「
ど
ん
な
苦
境
に
あ
っ
て
も
、
教

育
を
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
」

と
主
張
。
長
岡
藩
は
、
明
治
二

年（
一
八
六
九
）五
月
一
日
か
ら
、

焼
け
残
っ
た
長
岡
城
下
四
郎
丸

村
の
昌
福
寺
の
本
堂
を
仮
校
舎

と
し
て
、
国
漢
学
校
を
開
校
し

ま
し
た
。

　

救
援
の
米
百
俵
が
三
根
山
藩

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、
翌

年
五
月
頃
で
し
た
。

　

戯
曲
「
米
百
俵
」
の
一
番
の

見
せ
場
は
「
米
を
分
け
ろ
」
と

詰
め
寄
る
藩
士
ら
を
前
に
、
長

岡
藩
の
気
風
「
常
在
戦
場
」
の

書
幅
を
背
に
し
て
、
小
林
虎
三

郎
が
教
育
へ
寄
せ
る
思
い
を
熱

く
語
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

虎
三
郎
は
反
対
す
る
藩
士
た

ち
を
説
得
し
、
米
百
俵
を
家
中

に
分
配
せ
ず
に
売
っ
て
、
そ
の

代
金
を
国
漢
学
校
の
書
籍
や
用

具
の
購
入
に
あ
て
ま
し
た
。
そ

し
て
、
明
治
三
年
六
年
十
五
日

に
は
、
坂
之
上
町
に
新
校
舎
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

長
岡
藩
士
小
林
虎
三
郎
は
佐

久
間
象
山
門
下
で
、
長
州
藩
の

吉
田
寅
次
郎
（
松
陰
）
と
と
も

に
二
虎
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
象

山
は
「
事
を
天
下
に
為
す
者
は

吉
田
松
陰
、
我
が
子
の
教
育
を

託
す
は
小
林
虎
三
郎
」
と
し
、

教
育
者
と
し
て
の
虎
三
郎
の
資

質
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

虎
三
郎
は
教
育
論
を
安
政
六

年（
一
八
五
九
）春
、「
興
学
私
議
」

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
「
教
養
を
広
め
て
人
材
を
育

す
る
」
と
い
う
考
え
を
述
べ
て

い
ま
す
。
人
び
と
の
く
ら
し
が

豊
か
に
な
る
の
も
、
国
が
富
む

の
も
、
人
民
の
教
育
が
左
右
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
虎
三
郎
の
想
い
を
強
く

反
映
さ
せ
た
国
漢
学
校
は
、
日

本
や
世
界
で
通
用
す
る
人
間
を

育
成
す
る
た
め
の
学
校
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
藩
校
は
漢
学

を
主
に
教
え
て
い
ま
し
た
が
、

国
漢
学
校
で
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
の
歴
史
や
国
学
、

さ
ら
に
洋
学
、
地
理
や
物
理
、

医
学
ま
で
も
、
質
問
形
式
の
授

業
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
身
分
に
と
ら
わ
れ

ず
誰
で
も
入
学
で
き
ま
し
た
。

　

国
漢
学
校
自
体
は
、
明
治
三
年

十
月
の
長
岡
藩
廃
藩
で
「
分
黌
長

岡
小
学
校
」
と
な
り
、
わ
ず
か
二

年
あ
ま
り
で
そ
の
名
は
消
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
長
岡
に
は
そ
の
流

れ
を
く
む
学
校
が
数
多
く
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
学
校
の
基
本
理
念
は

「
何
事
も
基
本
は
人
。
人
づ
く
り

こ
そ
す
べ
て
の
根
幹
で
あ
る
」
と

い
う
教
育
を
大
切
に
す
る
考
え
方

に
、
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
山
本
有
三
が
戯
曲

「
米
百
俵
」
の
中
に
記
し
た
「
国
が

お
こ
る
の
も
、
ほ
ろ
び
る
の
も
、

町
が
栄
え
る
の
も
、
衰
え
る
の

も
、
こ
と
ご
と
く
人
に
あ
る
」
と

い
う
小
林
虎
三
郎
の
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
は
、
近
代
日

本
の
発
展
に
貢
献
し
た
長
岡
が

全
国
に
誇
る
人
材
を
数
多
く
輩

出
し
ま
し
た
。

　

明
治
憲
法
の
起
草
に
尽
力
し

た
法
学
博
士
の
渡
邊
廉
吉
、
日

本
人
初
の
解
剖
学
教
授
で
人
類

学
者
の
小
金
井
良
精
、
明
治
の

代
表
的
な
洋
画
家
の
小
山
正
太

郎
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
の
小

野
塚
喜
平
次
、
外
交
官
で
漢
学

者
の
堀
口
九
萬
一
と
そ
の
子
で

詩
人
の
堀
口
大
学
、
司
法
大
臣

の
小
原
直
、
海
軍
の
山
本
五
十

六
元
帥
ら
で
す
。
小
林
虎
三
郎

が
遺
し
た
米
百
俵
の
精
神
が

し
っ
か
り
と
長
岡
の
人
び
と
の

間
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
証
と

い
え
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
一
日
、
長

岡
は
空
襲
に
よ
っ
て
再
び
廃
墟

と
な
り
ま
し
た
。
人
び
と
は
不

屈
の
精
神
と
自
立
心
で
復
興
に

取
り
組
み
、
今
日
の
長
岡
の
ま

ち
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
こ
の

と
き
人
び
と
が
行
動
の
指
針
と

し
た
の
が
、「
人
づ
く
り
は
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
米
百
俵
の
精
神
で
す
。

小
林
虎
三
郎
の
精
神

人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り

国
漢
学
校
の
開
校

▲小林虎三郎（1828～1877）

▲松竹大歌舞伎長岡特別公演「米百俵」
（昭和54年・長岡市立劇場）

▲小林虎三郎の著書類
上：『小学国史』、下右：「興学私議」（『求志洞遺稿』）、
下左：『翻刊　徳国学校論略』

▲国漢学校之図（「長岡懐旧雑誌」下）
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